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告
示
と
同
時
に
立
候
補
の
届
け

出
を
済
ま
せ
街
頭
演
説
に
立
っ
た

阿
部
町
長
は
、「
十
二
年
前
の
初

当
選
以
来
、『
明
る
く
元
気
の
出

る
町
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、

『
長
寿
社
会
を
共
に
寿
ぐ
町
』、

『
山
紫
水
明
の
町
づ
く
り
』、『
活

力
あ
る
産
業
の
振
興
』、『
次
代
を

担
う
心
豊
か
な
人
づ
く
り
』
を
四

本
柱
に
、
本
町
が
抱
え
る
多
く
の

課
題
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

き
た
」
と
町
づ
く
り
に
対
す
る
思

い
を
述
べ
、四
期
目
に
む
け
て
は
、

「
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境

が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
市
町

村
合
併
は
避
け
て
通
れ
な
い
状
況

か
ら
、
現
在
平
成
十
七
年
三
月
ま

で
の
合
併
に
向
け
て
本
荘
由
利
一

市
七
町
の
協
議
が
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
合
併
が
な
さ
れ
て
も
東

由
利
の
地
域
は
永
遠
で
あ
り
、
合

併
後
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
と
遜

色
の
な
い
サ
ー
ビ
ス
が
享
受
で
き

る
社
会
資
本
整
備
な
ど
、『
明
る

く
元
気
の
出
る
町
ひ
が
し
ゆ
り
』

の
総
仕
上
げ
に
、
町
民
皆
様
と
と

も
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
無
投
票
で
町
議
初
当
選

を
果
た
し
た
阿
部
弘
章
氏
は
、

「
町
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
自
然

環
境
の
保
全
と
活
用
推
進
、
雇
用

の
確
保
、
農
業
と
商
工
業
の
連
携

の
強
化
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い
き

た
い
。
合
併
ま
で
の
残
さ
れ
た
短

い
時
間
で
町
の
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
に
、
ま
た
、
合
併
後

の
町
が
よ
り
良
く
な
る
よ
う
に
議

論
し
て
い
き
た
い
」
と
新
人
議
員

と
し
て
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
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任
期
満
了
に
伴
う
東
由
利
町
長
選
挙
と
欠
員
一
名
の
東
由
利
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が

七
月
二
十
九
日
告
示
さ
れ
、
午
後
五
時
の
立
候
補
締
め
切
り
ま
で
に
、
町
長
選
に
は
現
職

の
阿
部
幸
悦
氏
（
岩
館
・
六
十
二
歳
）、
町
議
補
選
に
は
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

長
の
阿
部
弘
章
氏
（
蔵
・
六
十
三
歳
）
の
ほ
か
に
立
候
補
者
は
な
く
、
両
氏
の
無
投
票
当

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

阿
部
幸
悦
町
長
は
平
成
三
年
に
初
当
選
後
、
前
回
に
続
い
て
無
投
票
で
四
選
が
決
ま
り
、

今
後
三
期
十
二
年
の
実
績
を
ふ
ま
え
、
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
の
市
町
村
合
併
に
向
け
て

の
町
政
に
あ
た
り
ま
す
。

阿
部
町
長
が
無
投
票
４
選

町
議
は
無
投
票
で
阿
部
弘
章
氏

町長・町議会議員
補　欠　選　挙

▲街頭演説をする阿部幸悦町長

▲阿部弘章氏



居
住
地
の
市
区
町
村
で
し
か
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
住
民
票
の
写
し

が
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
運

転
免
許
証
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

（
戸
籍
の
表
示
を
省
略
し
た
も
の

に
限
り
ま
す
）。

転
出
先
と
転
入
先
の
二
カ
所
へ

脚
を
運
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
引
越
の
手
続
も
「
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
」
の
交
付
を
受
け
て
い

る
場
合
、
転
入
時
一
回
だ
け
で
済

み
ま
す
（
た
だ
し
、
転
出
届
の
郵

送
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基

カ
ー
ド
）
は
希
望
者
に
居
住
地
の

市
区
町
村
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。

交
付
の
際
に
は
、
市
区
町
村
の
条

例
に
よ
り
一
定
の
手
数
料
が
必
要

で
す
（
本
町
の
場
合
は
五
百
円
）。

希
望
者
は
、
昨
年
八
月
に
送
付

し
た
「
住
民
票
コ
ー
ド
通
知
票
」

（
ハ
ガ
キ
）
を
持
参
し
、
町
民
福

祉
課
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。た

だ
し
、
今
年
八
月
二
十
五
日

か
ら
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は
住

民
票
の
広
域
交
付
の
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
が
な
い
場
合
で
も
、
自
動

車
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
官

公
署
が
発
行
し
た
写
真
付
き
の
書

類
が
あ
れ
ば
住
民
票
を
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
福
祉
課

町
民
係
（
�
�
２
１
１
７
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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居住地の市区町村だけが管理していた住民基
本台帳をネットワークで結び、全国共通で利用
できる行政サービスを展開するために登場した
のが住民基本台帳ネットワークシステム、通称
「住基ネット」です。住民負担の軽減と行政サ
ービスの向上を目指し、昨年8月5日から第一
次サービスが稼動しました。その住基ネットの
第二次サービスが8月25日からスタート。そこ
で、どのように変わったのかサービスの内容を
ご紹介します。

8月25日から、住基ネットの2次サービスがスタート

全
国
ど
こ
の
市
区
町
村
で
も

自
分
の
住
民
票
の
写
し
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

引
越
の
手
続
で

窓
口
に
行
く
の
が

転
入
時
一
回
だ
け
で
済
み
ま
す

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

希
望
者
に
交
付

手
数
料
は
五
百
円

▲写真付カード

総務省統計局では、平成15年度10月１日現在で「平成15
年度住宅・土地統計調査」を実施します。この調査は、全国
約400万世帯に調査票の記入をお願いする大きな調査です。
調査員が９月上旬から調査地域の確認などのため担当地

域を巡回、９月下旬から10月上旬までの間に調査をお願い
する世帯を訪問し、調査票の配布、取集を行います。
調査対象区の世帯を訪問するのは次の方々です。
◇指導員　　
佐藤陽子さん
◇調査員　　
櫛野忠義さん（舘西･下小路西・家ノ下南・石高）
森川昭児さん（新町東･横小路西･上通の一部･宿･下吹）
記入していただいた調査票は町で整理され、秋田県に集め
られ、集計されます。
調査員がご家庭に伺いましたら、調査票の記入にご協力

ください。
役場企画課（�６９－２１１３）

ご協力お願いします
平成15年度住宅・土地統計調査



発
行
数
は
二
千
セ
ッ
ト
、
額
面
総
額
一

千
百
万
円
で
、
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
、
町
が

八
％
、取
扱
事
業
所
が
二
％
負
担
し
ま
す
。

こ
の
商
品
券
は
あ
ら
か
じ
め
登
録
さ
れ

た
町
内
の
五
十
五
事
業
所
で
利
用
可
能
。

商
店
、
酒
店
、
旅
館
、
食
堂
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
、
美
容
院
、
薬
局
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
建
設
会
社
な
ど
で
使
え
、

使
用
で
き
る
店
の
店
頭
に
は
目
印
の
黄
色

い
ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
期
限
は
八
月
一
日
か
ら
来
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
の
六
カ
月
間
。
町
商
工
会

で
来
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
販
売
し
ま
す

が
、発
行
分
が
売
り
切
れ
次
第
終
了
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
一
割
お
得
な
「
東
由

利
町
共
通
商
品
券
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
商
品
券
販
売
窓
口
（
町
商
工
会
）
の

営
業
時
間
と
購
入
方
法
は
？

Ａ
　
営
業
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
祭
日
を
除
く
）
の
午
前
八
時
三
十
分

か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
。
購
入
方
法

は
、
窓
口
に
あ
る
購
入
申
込
書
に
名
前
、

電
話
番
号
、購
入
セ
ッ
ト
数
を
記
入
し
、現

金
と
引
き
替
え
に
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

Ｑ
　
買
い
物
以
外
の
利
用
法
は
？

Ａ
　
例
え
ば
、
冠
婚
葬
祭
の
お
礼
や
お
返

し
な
ど
に
も
使
え
ま
す
。
そ
の
た
め
の
慶

弔
用
封
筒
（
二
十
円
）
や
化
粧
箱
（
七
十

円
）
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
動

車
の
車
検
や
水
道
工
事
、
家
の
修
理
な
ど

に
も
使
え
ま
す
。

Ｑ
　
商
品
券
で
買
え
な
い
も
の
は
？

Ａ
　
切
手
、
は
が
き
、
印
紙
、
証
紙
、
宝

く
じ
、
ギ
フ
ト
券
、
図
書
券
、
ビ
ー
ル
券
、

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
な
ど
。
病
院
の
処
方
箋

に
よ
る
薬
な
ど
保
険
が
適
用
さ
れ
る
も
の

も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
ほ
か
、
取
扱

事
業
所
に
よ
っ
て
は
一
部
取
扱
い
で
き
な

い
商
品
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
　
い
く
ら
で
も
商
品
券
を
買
っ
て
使
え

る
？

Ａ
　
購
入
限
度
は
一
人
一
回
に
つ
き
四
十

セ
ッ
ト
二
十
万
円
（
二
十
二
万
円
分
）
ま

で
、
使
用
限
度
は
一
つ
の
商
品
に
つ
き
二

十
万
円
ま
で
で
す
。

Ｑ
　
商
品
券
で
支
払
っ
た
と
き
お
つ
り
は

出
る
？

Ａ
　
お
支
払
い
の
際
に
は
お
つ
り
が
出
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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長
引
く
不
況
や
近
隣
市
町
へ
の
大
型
店
進
出
な
ど
で
地
域
経
済
が
低

迷
し
て
い
る
中
、
個
人
消
費
の
拡
大
と
購
買
促
進
を
図
り
、
町
内
商
工

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
東
由
利
町
商
工
会
（
大
沼
武
且
会
長
）

で
は
、
八
月
一
日
か
ら
一
割
の
割
り
増
し
が
付
い
た
「
東
由
利
町
共
通

商
品
券
」
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
額
面
は
一
枚
五
百
円
、

十
一
枚
綴
り
一
セ
ッ
ト
を
五
千
円
で
販
売
。
プ
レ
ミ
ア
ム
と
し
て
一
枚

が
上
乗
せ
さ
れ
、
五
千
五
百
円
分
の
買
い
物
が
で
き
ま
す
。

東
由
利
町
商
工
会

東
由
利
町
商
工
会�

東
由
利
町
商
工
会�

問
い
合
わ
せ

東
由
利
町
商
工
会

�
�
２
３
０
５

東由利町共通商品券取扱事業所
宿地区
畑愛商店
畑作商店
石綿商店
大日向デンキ
旅館　若林の湯
蔵地区
㈱大沼組
㈲阿部建築
宮城薬店
スズキデンキ
伊東雑貨店
畠山商店
㈱コウエキ
エネオスやしおＳＳ

コンビニ＆リカーさいとう
シャディサラダ館東由利店
理容あべ
㈲三立自動車整備工場
末廣屋旅館
ビューティサロンシオン
㈲由利百貨店
法内地区
小松建具
小松商店
老方地区
㈲村上建設
佐藤電気工事
さとう畳店
やましち商店
パブレストランブツ
ローソン東由利老方店
フレッシュマートながぬま
大衆割烹鮨処とと
東交通㈱
㈲東幸自動車
ショップ東幸
畠山クリーニング店
㈲ジムワン
㈲いりと
㈲タカケン
ロクジョウ
コマツ薬店
ファーストフードおやつの駅
Ａコープひがしゆり店
黄桜温泉湯楽里
黄桜温泉やしお
㈱ＪＡ秋田しんせいサービス

東由利町給油センター
畠山モータース
舘合地区
㈱佐藤組
長谷山施設
㈲ウッディライフ小番
高清水商店
小松時計店
佐藤商店
遠藤商店

田代・黒渕地区
㈲長谷山建設
佐藤工務店
横山商店
丸豊商店

お買物は町内で！



第
六
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議

会
が
七
月
十
七
日
、
大
内
町
の
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

協
議
で
は
、
新
市
の
市
役
所
の
位
置
に

つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
新
市

の
市
役
所
は
本
荘
市
に
置
く
こ
と
、
当
面

は
新
庁
舎
の
建
設
は
行
わ
な
い
こ
と
、
一

市
七
町
の
現
庁
舎
は
総
合
支
所
と
し
て
存

続
す
る
こ
と
な
ど
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

継
続
協
議
事
項
で
あ
る
新
市
名
称
決
定

方
法
に
つ
い
て
は
、
公
募
し
た
案
か
ら
協

議
会
が
ど
の
よ
う
に
し
て
候
補
を
絞
り
込

む
か
を
議
論
。
応
募
数
を
選
考
過
程
に
ど

う
反
映
さ
せ
る
か
で
多
様
な
意
見
が
出
た

た
め
、
次
回
以
降
も
継
続
し
て
協
議
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
協
議
で
は
、
▽
一
般
職
の

職
員
を
新
市
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
▽

特
別
職
の
職
員
に
つ
い
て
は
法
令
等
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
▽
介
護
保
険
事
業
は

現
行
の
本
荘
由
利
広
域
市
町
村
圏
組
合
の

共
同
処
理
事
業
と
し
て
実
施
で
き
る
よ
う

調
整
す
る
▽
電
算
シ
ス
テ
ム
事
業
は
合
併

時
に
統
合
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を

招
か
ぬ
よ
う
調
整
す
る
―
な
ど
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。◇　

　
　
◇
　
　
　
◇

第
7
回
合
併
協
議
会
は

鳥
海
町
で
開
催

と
　
き
　
８
月
11
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ
　
鳥
海
町
「
紫
水
館
」

皆
さ
ん
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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新
市
の
市
役
所
は
本
荘
市
に

第
６
回
本
荘
由
利
一
市
七
町
合
併
協
議
会

七
月
は
夏
の
カ
ー
ッ
と
し
た
暑
さ
が
無
く
、

冷
夏
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。
空
梅
雨
の
心
配
は

適
度
の
雨
に
恵
ま
れ
、
九
州
地
方
の
大
荒
れ
の

テ
レ
ビ
映
像
を
見
れ
ば
天
気
に
ぜ
い
た
く
は
言

え
な
い
と
思
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
新
聞
報
道
で
も
冷
害
の
心
配
が
言
わ
れ
始
め

ま
し
た
か
ら
、
か
な
り
要
注
意
で
あ
り
ま
す
。

六
日
に
は
雨
の
た
め
一
週
間
順
延
さ
れ
た

町
民
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
重
な
り
参
加
者
が
少
な
い

の
で
は
と
心
配
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
参
加
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
趣

向
を
こ
ら
し
た
種
目
が
多
く
、
自
治
会
対
抗
リ

レ
ー
も
年
齢
に
配
慮
し
た
も
の
で
応
援
す
る

方
も
力
が
入
り
ま
し
た
。
や
は
り
運
動
会
は

全
力
で
走
る
種
目
が
花
で
あ
る
と
確
認
も
し

ま
し
た
が
、
ケ
ガ
も
怖
い
し
と
複
雑
な
気
持

ち
で
の
応
援
で
し
た
。

九
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
四
国
の
東

か
が
わ
市
と
さ
ぬ
き
市
に
行
っ
て
参
り
ま
し

た
。
両
市
と
も
去
年
、
今
年
と
市
町
村
合
併

で
新
市
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
柳
田
本
荘
市

長
さ
ん
は
じ
め
六
人
の
町
長
さ
ん
と
一
緒
に
い

ろ
い
ろ
な
苦
労
話
を
伺
い
、
大
変
参
考
に
な
り

ま
し
た
。
つ
い
で
に
讃
岐
う
ど
ん
と
稲
庭
う
ど

ん
の
違
い
も
確
か
め
て
き
ま
し
た
。

十
七
日
に
は
大
内
町
で
第
六
回
合
併
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ー
ン
に
な
る
協
議

は
新
市
の
名
前
を
ど
う
い
う
手
順
で
決
め
る
か

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
前
回
の
協
議
会
で
は
一

市
七
町
の
住
民
か
ら
公
募
す
る
と
決
め
ま
し
た

が
、
集
ま
っ
た
多
く
の
公
募
名
か
ら
ど
う
や
っ

て
一
つ
の
名
前
を
選
ぶ
か
を
決
め
な
い
ま
ま
に

時
間
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
改
め
て
議
論
を

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
も
な
か
な
か

議
論
が
詰
ま
ら
ず
、
次
回
に
持
ち
越
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。「
盛
っ
た
り
撒
け
た
り
」
と
言

う
人
も
お
り
ま
す
が
、
こ
う
い
う
議
論
を
積
み

重
ね
て
新
し
い
市
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
も
の

で
し
ょ
う
。
十
月
開
催
の
第
九
回
合
併
協
議
会

は
改
装
さ
れ
た
有
鄰
館
を
会
場
に
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
傍
聴
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

十
七
日
は
一
市
七
町
の
商
工
会
の
合
併
予

備
調
印
式
の
日
で
も
あ
り
、
一
足
早
い
合
併
の

立
ち
会
い
人
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
記
念
撮

影
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
「
手
を
握
り
合
っ
て
」
と

言
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
苦
笑
い
を
い
た
し

ま
し
た
。

二
十
日
は
町
消
防
訓
練
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
の
朝
ま
で
雨
が
降
っ
て
い

て
、
久
し
ぶ
り
に
雨
具
を
つ
け
て
の
大
会
に

な
る
の
か
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
良

い
天
気
の
中
で
の
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
告

示
で
は
、「
団
員
の
皆
さ
ん
は
忙
し
い
仕
事

の
合
間
を
ぬ
っ
て
の
訓
練
本
当
に
ご
苦
労
様
で

す
。
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
と
い
う
皆
さ

ん
の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
我
々
は
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
役
割
は
市
町

村
合
併
に
よ
り
団
の
合
併
が
あ
っ
て
も
変
わ
ら

な
い
こ
と
で
す
」
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
ご
苦

労
様
で
し
た
。

二
十
六
日
に
は
町
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
会
に
よ
る
農
業
体
験
、
二
十
七
日
に
は
合

併
を
語
る
東
由
利
町
民
集
会
、
そ
し
て
二
十
九

日
に
は
町
長
選
挙
の
告
示
と
慌
た
だ
し
く
走
り

回
っ
た
七
月
で
し
た
。
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●記載事項 応募するときは新市名称、
新市名称の意味または理由、住所、氏
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記してください。
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カナのいずれも使用でき、それらの組
み合わせによる名称でも応募できま
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●応募方法 はがき、封書、ファックス
および電子メール等で次の応募先へ送
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も有効となります。
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問い合わせ 本荘由利1市7町合併協議会事務局 �28-1720

新市名称募集
応募締め切りは9月9日



町
消
防
訓
練
大
会
が
七
月
二
十

日
、
げ
ん
き
館
駐
車
場
で
開
催
さ

れ
、
第
五
分
団
が
総
合
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
地
域
住
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防
技

術
の
向
上
と
消
防
精
神
の
練
成
を

図
り
、
火
災
防
御
の
万
全
を
期
す

と
い
う
目
的
で
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

開
会
式
で
は
、
阿
部
幸
悦
町
長

が
「
本
荘
由
利
一
市
七
町
の
合
併

に
伴
い
消
防
団
も
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、地
域
住
民
の
生
命
、

財
産
を
守
る
と
い
う
皆
さ
ん
の
役

割
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら
も

さ
ら
な
る
精
進
に
期
待
す
る
」
と

告
辞
し
ま
し
た
。

競
技
は
消
防
訓
練
礼
式
、
自
動

車
ポ
ン
プ
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
三
種
目
。
町
内
五
つ

の
分
団
か
ら
消
防
団
員
百

六
十
七
人
が
参
加
し
、
各

分
団
長
の
指
示
の
も
と
白

熱
し
た
競
技
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

審
査
員
に
よ
る
採
点
の

結
果
、総
合
で
第
五
分
団
、

消
防
訓
練
礼
式
で
第
五
分

団
、
自
動
車
ポ
ン
プ
操
法

で
第
一
分
団
一
班
、
小
型

ポ
ン
プ
操
法
で
第
五
分
団

一
班
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し

ま
し
た
。

総
合
優
勝
を
飾
っ
た
第

五
分
団
の
佐
々
木
安
彦
分
団
長
は

「
団
員
の
み
ん
な
が
頑
張
っ
て
く

れ
た
お
か
げ
で
良
い
成
績
を
収
め

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
優
勝
の
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
優
勝
分
団
は
八

月
二
日
に
行
わ
れ
る
本
荘
由
利
郡

支
部
消
防
訓
練
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
健
闘
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

訓
練
大
会
成
績
結
果

（

）
内
は
指
揮
者
・
敬
称
略

◇
総
合
の
部

優
　
勝
　
第
五
分
団

（
団
長
・
佐
々
木
安
彦
）

準
優
勝
　
第
二
分
団

（
団
長
・
菊
地
章
）

第
三
位
　
第
四
分
団

（
団
長
・
石
渡
次
雄
）

◇
消
防
訓
練
礼
式
の
部

第
一
位
　
第
五
分
団

（
佐
々
木
安
彦
）

第
二
位
　
第
二
分
団

（
菊
地
章
）

第
三
位
　
第
四
分
団

（
石
渡
次
雄
）

◇
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

第
一
位
　
第
一
分
団
一
班

（
佐
藤
俊
孝
）

◇
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

第
一
位
　
第
五
分
団
一
班

（
梅
津
正
明
）

第
二
位
　
第
三
分
団
一
班

（
小
野
浩
人
）

第
三
位
　
第
五
分
団
三
班

（
木
嶋
一
広
）
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▲炎天下、白熱した競技を展開したポンプ操法



本
荘
市
由
利
郡
七
町
商
工
会
の

合
併
推
進
協
議
会
（
村
岡
淑
郎
会

長
）
が
七
月
十
七
日
、
本
荘
市
で

開
催
さ
れ
、
八
商
工
会
が
来
年
四

月
一
日
に
対
等
合
併
す
る
こ
と
で

基
本
合
意
し
、
合
併
の
予
備
調
印

を
行
い
ま
し
た
。

合
併
す
る
の
は
、
本
荘
市
、
矢

島
町
、
鳥
海
町
、
由
利
町
、
大
内

町
、
岩
城
町
、
西
目
町
、
東
由
利

町
の
一
市
七
町
商
工
会
で
す
。

調
印
式
に
は
八
商
工
会
長
や
市

町
長
ら
約
百
五
十
人
が
出
席
。
商

工
会
長
ら
が
調
印
し
た
後
、
各
市

町
長
が
立
会
人
と
し
て
署
名
し
、

協
定
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。合

併
後
は
、
本
所
を
本
荘
市
商

工
会
館
と
し
、
本
荘
市
商
工
会
館

以
外
の
商
工
会
館
は
支
所
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以

外
の
具
体
的
事
項
に
つ
い
て
は
、

こ
の
日
設
立
さ
れ
た
合
併
推
進
協

議
会
で
審
議
を
重
ね
、
今
年
十
二

月
に
合
併
契
約
が
締
結
さ
れ
る
予

定
で
す
。

第
六
回
秋
田
し
ん
せ
い
農
業
協

同
組
合
畜
産
共
進
会
が
七
月
十
八

日
、
本
荘
市
の
広
域
由
利
家
畜
市

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
は
、
町
畜
産
共
進
会

で
上
位
入
賞
し
た
牛
十
九
頭
（
黒

毛
和
種
十
三
頭
、
乳
用
牛
六
頭
）

を
出
陳
。

本
町
は
団
体
総
合
で
は
優
等
数

の
差
で
惜
し
く
も
第
三
位
で
し
た

が
、
部
門
別
団
体
賞
で
は
肉
用
牛

の
部
で
見
事
、
優
勝
に
輝
き
ま
し

た
。
ま
た
、
高
橋
新
一
さ
ん
（
須

郷
）
の
ひ
め
の
は
な
、
み
ゆ
き
、

ふ
く
む
す
め
（
肉
用
・
母
系
三
代

群
区
）
が
優
等
賞
に
入
賞
し
た
ほ

か
、
各
区
分
に
お
い
て
も
優
秀
な

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

本
町
の
入
賞
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

（
出
陳
者
敬
称
略
）

【
団
体
総
合
】

優
勝
　
鳥
海
町

（
４
３
０
点
・
優
等
数
５
点
）

準
優
勝
　
矢
島
町

（
４
３
０
点
・
優
等
数
３
点
）

第
３
位
　
東
由
利
町

（
４
３
０
点
・
優
等
数
１
点
）

【
部
門
別
団
体
賞
】

◇
肉
用
牛
の
部

優
勝
　
東
由
利
町
（
３
１
０
点
）

準
優
勝
　
鳥
海
町
（
３
０
０
点
）

第
３
位
　
大
内
町
（
２
８
０
点
）

【
優
等
賞
】

◇
肉
用
牛
母
系
三
代
群
区

ひ
め
の
は
な
、
み
ゆ
き
、
ふ
く
む

す
め
（
東
由
利
町
和
牛
改
良
部

会
・
高
橋
新
一
）
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来
年
４
月
１
日
に
対
等
合
併

本
荘
由
利
8
商
工
会

懇
談
の
席
上
で
は
、
単
独
立
町

の
可
能
性
や
合
併
後
の
税
金
、
分

収
林
な
ど
の
権
利
は
ど
う
な
る
と

い
っ
た
質
問
の
ほ
か
、
住
民
の
声

を
聞
く
機
会
を
多
く
設
け
て
ほ
し

い
―
と
い
っ
た
要
望
も
出
さ
れ
ま

し
た
。

町
で
は
、
二
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
・
団
体
が
催
す
座
談
会
に
町
長

が
出
席
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
企
画

課
（
�
�
２
１
１
３
）
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

本
荘
由
利
一
市
七
町
で
の
合
併

協
議
会
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
と
生
活
に
つ
い

て
話
し
合
お
う
と
「
合
併
を
語
る

東
由
利
町
民
集
会
」
が
七
月
二
十

七
日
、
老
方
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。集

会
は
、
同
集
会
世
話
人
会

（
代
表
・
小
松
豊
氏
）
が
主
催
し

た
も
の
で
、当
日
は
町
議
会
議
員
、

地
域
住
民
合
わ
せ
て
二
十
七
人
が

出
席
。
町
か
ら
は
阿
部
幸
悦
町
長

と
企
画
課
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

▲合併協議の進行状況を語る阿部町長

地
域
の
将
来
を
語
り
合
う

合
併
を
語
る
東
由
利
町
民
集
会

▲合併予備調印を終えた8市町の商工会長と立会人の首長
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ま
つ
り
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流
を
は
か

ろ
う
と
、「
東
光
苑
・
永
慶
保
育
園
合
同
夏

祭
り
」
が
七
月
二
十
六
日
、
東
光
苑
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
園
児
と
入
所
者
に
よ
る
「
あ

ん
ぱ
ん
ま
ん
音
頭
」
で
幕
を
開
け
、
続
い
て

披
露
さ
れ
た
園
児
た
ち
の
ゆ
う
ぎ
が
、
会
場

を
訪
れ
た
祭
り
客
の
笑
顔
を
誘
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
本
荘
高
校
奇
術
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
手
品
や
「
藤
川
佳
子
ご
一
行
」
の
民
謡

シ
ョ
ー
が
さ
ら
に
会
場
を
盛
り
上
げ
、
祭
り

客
は
最
後
を
飾
る
花
火
ま
で
夏
の
ひ
と
と
き

を
楽
し
み
ま
し
た
。

東
光
苑
・
永
慶
保
育
園
合
同
夏
祭
り

▲園児と入所者による「あんぱんまん音頭」

東
由
利
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

（
金
子
拓
雄
会
長
）
に
よ
る
農
業
体
験
が
七

月
二
十
六
日
、
老
方
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
六
十
人
の
参
加

者
た
ち
は
、
じ
ゃ
が
い
も
掘
り
や
フ
ラ
ン
ス

鴨
見
学
な
ど
の
農
業
体
験
を
通
し
、
自
然
と

の
触
れ
合
い
を
満
喫
し
ま
し
た
。

こ
の
農
業
体
験
は
、
同
研
究
会
が
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
を
本
町
に
も
取
り
入

れ
よ
う
と
行
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
が
初
め
て

の
試
み
。
今
年
の
秋
に
は
、
二
回
目
と
し
て

稲
刈
り
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

本
町
の
四
季
折
々
の
自
然
を
生
か
し
た
新

し
い
活
動
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
す
。

東
由
利
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会

▲掘ったばかりのじゃがいもや地元の食材を使っ
た料理に舌鼓を打つ参加者

町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
（
小
松
喜
代
会
長
）

が
七
月
十
一
日
に
葛
や
紅
花
、
菊
を
使
っ
た
染

め
物
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

同
グ
ル
ー
プ
は
、
安
全
で
環
境
に
優
し
い
生

活
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
た
び
は

そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
地
元
の
自
然
素
材
を

生
か
し
た
染
め
物
に
注
目
。

こ
の
日
は
、
身
近
な
生
活
用
品
で
あ
る
ハ
ン

カ
チ
を
素
朴
で
や
わ
ら
か
い
色
に
染
め
上
げ
ま

し
た
。
こ
の
ハ
ン
カ
チ
は
今
年
の
秋
ま
つ
り
で

展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲葛で染めたハンカチは淡いモスグリーン色に

町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ

第
３
回
秋
田
県
歌
謡
選
手
権
大
会

▲大会での好成績を喜ぶ高瀬カラオケ同好会のみなさん

第
三
回
秋
田
県
歌
謡
選
手
権
大
会
が
七
月

六
日
、
大
曲
市
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
は

高
瀬
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の
小
野
清
幸
さ
ん

（
宿
）、
佐
々
木
テ
ル
さ
ん
（
大
琴
）、
遠
藤

ア
イ
子
さ
ん
（
横
渡
）
が
出
場
し
ま
し
た
。

演
歌
年
齢
別
に
出
場
し
た
佐
々
木
テ
ル
さ
ん

が
壮
年
部
門
で
優
勝
、
遠
藤
ア
イ
子
さ
ん
が

成
年
部
門
で
第
三
位
に
輝
き
ま
し
た
。

出
場
し
た
三
人
は
「
レ
ベ
ル
の
高
い
大
会

で
歌
え
る
良
い
機
会
だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

練
習
を
重
ね
、
来
年
は
も
っ
と
大
勢
で
参
加

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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東由利町ホームページのアドレ
スは

第
八
回
本
荘
市
由
利
郡
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交

流
野
球
大
会
が
七
月
五
日
に
由
利
町
で
行
わ

れ
、高
瀬
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
畠
山
鋼
監
督
）

が
準
優
勝
を
果
た
し
、
第
一
回
Ｊ
Ａ
共
済
学
童

野
球
県
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

ま
た
、
七
月
二
十
一
日
か
ら
鳥
海
町
を
会
場

に
行
わ
れ
た
第
五
回
さ
き
が
け
杯
学
童
親
善
野

球
大
会
で
は
、
決
勝
で
川
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

を
十
一
対
一
の
コ
ー
ル
ド
で
破
り
見
事
、
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

同
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
出
場

し
た
大
会
す
べ
て
で
入
賞
し
て
お
り
、
快
進
撃

が
続
い
て
い
ま
す
。

▲第1回JA共済学童野球県大会への出場権を獲
得した高瀬野球スポーツ少年団

高
瀬
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
一
回
東
由
利
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

「
会
長
杯
」
争
奪
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

▲青空のもと、白熱したプレーを展開する参加者たち

第
一
回
東
由
利
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

「
会
長
杯
」
争
奪
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
七

月
二
十
七
日
、
八
塩
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
開

催
さ
れ
、
約
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

青
空
の
も
と
、
白
熱
し
た
プ
レ
ー
が
展
開

さ
れ
、好
プ
レ
ー
が
続
出
。コ
ー
ス
の
い
た
る

と
こ
ろ
か
ら
歓
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

男
子
の
部
▽
第
一
位
・
大
沼
孝
昭
（
蔵
新
田
）

▽
第
二
位
・
小
野
廣
志
（
横
渡
）
▽
第
三

位
・
佐
藤
安
照
（
下
通
）

女
子
の
部
▽
第
一
位
・
長
谷
山
日
出
子
（
石

高
）
▽
第
二
位
・
渡
辺
イ
子
（
田
代
）
▽
第

三
位
・
長
谷
山
ナ
ミ
ヨ
（
石
高
）

第
十
六
回
東
北
電
力
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
七
月
五
日
と
六
日
の
両
日
、

岩
城
体
育
館
で
行
わ
れ
、
八
塩
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
女
子
チ
ー
ム
（
畑
山
伸
行
監
督
）
が
準

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

一
回
戦
、
二
回
戦
、
準
決
勝
は
持
ち
味
の

高
さ
と
ス
ピ
ー
ド
で
対
戦
相
手
を
圧
倒
。
決

勝
戦
は
平
沢
杯
の
優
勝
チ
ー
ム
下
川
大
内
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
対
戦
と
な
り
ま
し
た
。

立
ち
上
が
り
は
八
塩
伝
統
の
速
攻
で
リ
ー
ド

す
る
も
、
相
手
の
高
さ
が
上
回
り
五
十
対
二

十
九
で
惜
敗
。

秋
の
大
会
で
は
、
十
一
年
ぶ
り
と
な
る
優

勝
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
16
回
東
北
電
力
杯
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▲見事、準優勝を果たした八塩スポーツ少
年団女子チーム

体
験
乗
船
し
海
の
遊
覧
を
楽
し
み
ま
し
た
。

秋
田
海
上
保
安
部
で
は
平
成
八
年
か
ら
毎

年
、
山
間
部
の
小
学
生
に
海
に
親
し
ん
で
も

ら
お
う
と
体
験
乗
船
を
企
画
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
八
塩
小
が

抽
選
で
選
ば
れ
実
現
し
た
も
の
で

す
。子

供
た
ち
は
、
秋
田
港
か
ら
男

鹿
半
島
付
近
ま
で
、
一
時
間
程
度

の
遊
覧
を
楽
し
み
、
途
中
、
巡
視

船
「
し
ん
ざ
ん
」
な
ど
が
接
近
し

て
航
行
す
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に

歓
声
を
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

秋
田
海
の
祭
典
で
八
塩
小

秋
田
港
海
の
祭
典
が
七
月
二
十
六
日
、
秋

田
港
で
行
わ
れ
、
八
塩
小
児
童
と
保
護
者
な

ど
約
百
八
十
人
が
巡
視
船「
ち
ょ
う
か
い
」に

▲巡視船「ちょうかい」からの眺
めを楽しむ児童と保護者たち
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このような場合、まず考えられるのは年金の現況届けの出し忘れによるものです。老齢・
退職（基礎）年金受給者が、毎年誕生日のある月に社会保険庁などに提出する現況届けを

出さないと、年度の途中からでも納付書で納めることになってしまいます。必ず現況届けは提出し
ましょう。
他にも、年金天引きの端数調整などの理由で納付書が送付されることもあります。疑問に思われ

ましたら町民福祉課までお問い合わせ下さい。

町では、納付書と一緒に口座振替申請書を送付しています。必
要事項を記入のうえ、 通帳、印鑑を用意して広域市町村圏組合
の指定する金融機関で手続きをして下さい。（申請用紙は役場町
民福祉課にもあります。）

A.

先日、介護保険料の決定通知書とともに納付書が送られてきま
した。今まで年金からの天引きだったのになぜでしょうか。Q.

問い合わせ　町民福祉課福祉係　�69－2118

国民年金保険料は月々13,300円で

すが、前もってまとめて納める「前

納制度」があります。納める月数に

よって割引され、半年分だと650円

もお得です。なお、納付期限は「10

月31日」までとなっています。

毎月納めた場合………79,800円

（平成15年度保険料額）

前納した場合…………79,150円

（平成15年度保険料額）

問い合わせ
町民福祉課町民係　�69－2117

年金だより

保険料納付は
前納が
お得です

本格的な暑さが到来すると食欲不振に陥り、冷たいものやさ
っぱりしたものばかりを好んで摂取するようになります。また、
水分を摂り過ぎると胃液を薄め、空腹を感じにくくなります。
これらが原因で体調を崩す人も少なくありません。
夏は、野菜や豆腐、肉（特にビタミンＢ1、Ｂ2の豊富な豚肉）

などのバランスのとれた食事をとることが大切です。
食欲を増すための工夫として、料理に香菜（生姜、にんにく、
青じそなど）や酢を多く取り入れるのもいいでしょう。酢は胃
を刺激し、胃酸の分泌を促すので食欲増進に役立ちます。また、
果物（特に柑橘類）に含まれるク
エン酸も同様の働きがあり疲労回
復にもなります。
毎日の食卓に香菜や酢などを上

手に取り入れ、夏バテ防止に努め
ましょう。

「夏バテ防止！」～香菜や酢で一工夫～
後期（10月分～3月分）
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木
材
共
販
市
況

径　　　級 単　価（石） 備　　考

直材36cm上

24～34cm

14～22cm

13cm下

曲　り　材

―

―

2,895～3,100

2,000～2,198

―

出品量も少なく、22cm下と13cm下のみの出品で100％。
材質は間伐材で決して良いとは言えないが、品不足に拍車が
かかった感じ。

（
平
成
十
五
年
七
月
・
平
均
価
格
）

四
十
五
年
生
〜
五
十
五
年
生

七
月
家
畜
市
場

東由利・成立
区　分
去　勢
雌
全　体

最高価格

頭数
25

19

44

平均体重
306kg

286kg

297kg

平均価格
445,158円
362,305円
409,381円

kg当単価
1,386円
1,204円
1,302円

去　勢
雌

金　額
574,350円
636,300円

父
貴安福
北国7の8

母の父
北国7の8
安美金

母の祖父
福谷福
宮　桜

わ
が
国
で
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材

の
八
割
は
、
海
外
の
森
林
で
生
産
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
の
生

活
は
世
界
の
森
林
に
依
存
し
て
い
る

と
い
え
ま
す
。

世
界
の
森
林
は
、
林
業
白
書
に
よ

る
と
平
成
十
三
年
ま
で
の
十
年
間
に

わ
が
国
の
面
積
の
二
・
五
倍
に
あ
た

る
九
千
四
百
万
�
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
大
部
分
は
ア
フ
リ
カ
と
南
米
の

熱
帯
林
で
す
。こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

人
口
増
加
や
食
料
不
足
を
背
景
に
薪

炭
林
や
商
業
用
木
材
の
伐
採
、
農
地

転
用
な
ど
の
活
動
が
活
発
に
行
わ

れ
、
森
林
が
減
少
し
、
働
き
が
衰
え

て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
世
界
の
木
材
消
費
量
は
経

済
の
発
展
や
人
口
の
増
加
に
よ
っ
て

年
々
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
開
発
途
上
地
域
の
木
材
消
費

量
は
著
し
く
伸
び
て
き
て
お
り
、
平

成
十
二
年
ま
で
の
三
十
五
年
間
に
ア

フ
リ
カ
の
消
費
量
は
倍
増
し
、中
国
の

輸
入
量
は
十
六
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
森
林
の
減
少

や
森
林
の
働
き
の
衰
え
は
、
世
界
の

水
不
足
や
世
界
の
陸
地
の
四
分
の
一

に
達
し
て
い
る
砂
漠
化
に
拍
車
を
か

け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

（
町
林
業
懇
話
会
長

佐
藤
恒
悦
氏
）

　林業�
 だより�

世
界
の

森
林
の
動
向

おとなり情報
～本荘由利の催物などを紹介します～

本荘市から

赤田大仏祭り
�と　き…8月22日(金) 13：00
�ところ…赤田　長谷寺

本荘市文化課　�２４－３５７０

岩城町から

第3回岩城ふれあい港まつり
�と　き…8月30日(土) 13：00(予定)
�ところ…道の駅「岩城」・島式漁港公園

ふれあい交流広場
岩城町振興課　�７３－２０１４

仁賀保町から

フェライト子ども科学館
《夏休み実験教室》

◇『手づくり乾電池教室』
8月5日(火) 13:00～15:00・むらすぎ荘
◇『食品の科学　砂糖のふしぎ実験』
8月7日(木) ①9:30 ②13:30
仁賀保町総合福祉交流センター「スマイル」
◇『ソーラーカーを作ろう』
8月8日(金) ①9:30 ②13:30
仁賀保町総合福祉交流センター「スマイル」
フェライト子ども科学館 �３２－３１５０

にかほ夏祭り2003
�と　き…8月15日(金) 15：00
�ところ…潮風公園
仁賀保町観光協会事務局 �３７－３１１１

金浦町から

第13回湾頭まつり
�と　き…8月15日(金) 18:20～21:00
�ところ…金浦小学校グラウンド

金浦町企画課　�３８－４３００

鳥海町から

第6回全国獅子舞フェスティバル
～第30回鳥海獅子まつり～

�と　き…8月30日(土)
獅子まつり　14：00
獅子舞フェスティバル　17：00

�ところ…鳥海町健康広場　特設ステージ
鳥海町教育委員会社会教育課 �５７－２８８１

由利町から

ゆりの里盆踊り
�と　き…8月15日(金) 16:00～21:00
�ところ…ゆりの里交流センター「ゆりえもん」

由利町商工会　�５３－３３１４

秋田県指定無形民族文化財「屋敷番楽」宵宮
�と　き…8月16日(土) 19:00～22:30
�ところ…屋敷舞楽堂
由利町生涯学習課　�５３－２２４５

大内町から

彫刻に親しむ会・大内セミナー
�と　き…7月30日(水)～8月6日(水)
�ところ…大小屋畜産センター構内
大内町社会教育課　�６５－２２１０

第18回大内サマーフェスティバル兼
第24回健康祭り「ふるさとの夏まつり」町民盆踊り大会
�と　き…8月16日(土) 16：00
�ところ…大内町役場前駐車場特設会場

大内町商工会　�６５－２２１８

第14回東日本さつき整形競技会
�と　き…8月17日(日) 9：00受付開始
�ところ…大内町町営さつき栽培センター

大内町産業課 �６５－２２１６

秋田県から

知事と語ろう「とことんトーク」参加者募集
�と　き…9月3日(水) 14:30～16:30
�ところ…本荘由利産学共同研究センター
�内　容…テーマ「若者と語るこれからの

地域づくり～次世代ネットワー
クによる由利づくり～」
募集人数10人（傍聴可能）

�申込締切…8月20日
由利地域振興局総務企画部地域企画課
TEL２２－５４３２ FAX２２－６６８３

象潟町から

'03 日本海花火フェスティバル in 象潟
�と　き…8月16日(土) 19：00
�ところ…象潟海水浴場
(社)象潟町観光協会　�４３－６６０８

西目町から

ひまわりまつり
�と　き…8月17日(日)まで
�ところ…「道の駅にしめ」そば

道の駅にしめ　�３３－４２６０

道の駅にしめ盆踊り
�と　き…8月14日(木) 18:00～21:00
�ところ…「道の駅にしめ」イベント広場

道の駅にしめ　�３３－４２６０

矢島町から

第17回矢島カップMt.鳥海バイシクルクラシック
◇8月2日(土) 14:00 個人タイムトライアル
(矢島町長泥～木在往復コース)
◇8月3日(日) 8:40
フルクラス(山岳コース) ハーフクラス(高原コース)
矢島町企画商工観光課　�５５－４９５３

やしま夏祭り
�と　き…8月2日(土) 11：00
�ところ…ふれあい公園

矢島町商工会　�５６－２２０６
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七
月
六
日
、
台
山
の
町
民
運
動
場
で

第
十
回
東
由
利
町
ス
ポ
ー
ツ
祭
ト
ラ
ッ

ク
＆
フ
ィ
ー
ル
ド
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
は
日
頃
の
運
動
不

足
解
消
と
健
康
づ
く
り
、
ま
た
町
民
間

の
交
流
を
目
的
に
毎
年
行
な
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

当
初
、
六
月
二
十
九
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
ス
ポ
ー
ツ
祭
。
あ
い
に
く
の
雨

で
一
週
間
順
延
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日

は
雲
一
つ
な
い
絶
好
の
競
技
日
和
に
な

り
ま
し
た
。

自
治
会
対
抗
種
目
の
「
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
レ
ー
ス
」、「
対
抗
リ
レ
ー
」
を
は
じ

め
、
幼
児
対
象
の
「
お
や
つ
の
じ
か
ん

で
す
よ
！
」、
高
齢
者
対
象
の
「
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
」、
家
族
対
象
の

「
親
子
三
代
リ
レ
ー
」
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
。

参
加
者
た
ち
は
暑
さ
に
負
け
じ
と
競

技
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
日
頃
お
ろ
そ

か
に
な
り
が
ち
な
自
治
会
内
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

な
お
当
日
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

●
総
合
の
部

優
　
勝
　
大
琴

準
優
勝
　
新
町

三
　
位
　
蔵

四
　
位
　
横
渡

五
　
位
　
下
通

六
　
位
　
蔵
新
田

七
　
位
　
茂
沢
・
祝
沢

八
　
位
　
葎
沢

九
　
位
　
舘
合
新
田

十
　
位
　
袖
山

●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
レ
ー
ス

一
　
位
　
下
通

二
　
位
　
蔵
新
田

三
　
位
　
横
渡

●
ワ
ー
ル
ド
リ
レ
ー

一
　
位
　
蔵

二
　
位
　
新
町

三
　
位
　
横
渡

●
ニ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

一
　
位
　
茂
沢
・
祝
沢

二
　
位
　
大
琴

三
　
位
　
葎
沢

●
自
治
会
対
抗
リ
レ
ー

一
　
位
　
大
琴

二
　
位
　
新
町

三
　
位
　
舘
合
新
田

▲リレー1位！　がんばりました

七
月
二
十
四
日
か
ら
の
二
日
間
、

町
内
小
学
六
年
生
四
十
一
人
を
対
象

に
し
た
少
年
自
然
教
室
が
八
塩
い
こ

い
の
森
キ
ャ
ン
プ
場
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
八
塩
登
山

は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
初
日
、

追
跡
ハ
イ
キ
ン
グ
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、

炊
事
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
と
い

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
ま
し

た
。二
日
目
は
雨
の
た
め
炊
事
後
、解

散
に
な
り
ま
し
た
が
、
児
童
た
ち
は

大
い
に
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
の
魅
力
は
、
自
然
や
物
、

人
間
が
自
分
の
友
達
だ
と
い
う
こ
と

を
、
体
験
を
通
し
て
直
接
肌
で
感
じ

ら
れ
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た

共
同
生
活
を
通
じ
て
仲
間
意
識
を
深

め
る
絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
、
参
加

し
た
児
童
た
ち
は
お
互
い
の
親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

自
然
も
人
間
も
友
だ
ち〜少

年
自
然
教
室

▲暗闇の中、赤々と照らされた顔、顔… ▲仲間と助け合って追跡ハイキング▲自然の中での炊事

▲暑さに負けずパークゴルフ

暑
さ
の
中
で
町
民
ス
ポ
ー
ツ



七
月
二
十
日
、
六
沢
堤
で
カ
ヌ
ー
教

室
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
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23回�

歳
の
若
さ
で
逝
っ
た
自
由
律
俳
句

の
僧
侶
歌
人
。
以
前
陶
芸
の
先
生

か
ら
借
り
て
読
ん
だ
俳
句
雑
誌
で
、

私
は
偶
然
こ
の
歌
人
を
知
る
こ
と

と
な
り
激
し
い
衝
撃
を
受
け
た
。

ま
ず
は
理
屈
抜
き
で
彼
の
句
作
に

触
れ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

〈
点
滴
と
白
い
月
と
が

ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
夜
〉

〈
夜
が
淋
し
く
て

誰
か
が
笑
い
は
じ
め
た
〉

〈
ず
ぶ
ぬ
れ
て
犬
こ
ろ
〉

発
病
し
て
か
ら
は
、
妻
の
実
家

の
希
望
で
離
婚
。
病
室
で
幼
な
子

を
育
て
な
が
ら
句
作
を
続
け
た
。

独
善
的
な
悲
し
み
で
は
な
く
、
彼

の
句
か
ら
は
真
実
の
重
さ
が
感
じ

ら
れ
る
の
は
、
こ
う
い
っ
た
背
景

が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
読

む
と
、ひ
り
ひ
り
と
胸
が
痛
く
な
る
。

自
分
の
「
死
」
を
目
の
前
に
突

き
つ
け
ら
れ
て
な
お
、
命
へ
の
執

着
よ
り
句
作
に
身
を
投
じ
た
男
。

そ
れ
が
僧
侶
と
し
て
の
彼
の
「
悟

り
」
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
熱
心

な
山
頭
火
や
放
哉
派
に
限
ら
ず
、

む
し
ろ
俳
句
に
親
し
ま
な
い
若
い

人
に
こ
そ
読
ん
で
欲
し
い
１
冊
。

分
野
は
違
う
が
、
何
と
な
く
尾
崎

豊
を
連
想
さ
せ
る
歌
人
だ
。（
ひ
）

「
句
集
　
未
完
成
」

住
宅
顕
信
著
・
春
陽
堂
文
庫

住
宅
顕
信
、「
す
み
た
く
け
ん
し

ん
」
と
読
む
。
急
性
の
白
血
病
に

冒
さ
れ
、
一
九
八
七
年
、
二
十
五

▲カヌーに熱中する児童たち

夏
の
わ
く
わ
く
活
動

〜
わ
く
わ
く
サ
ー
ク
ル

七
月
十
七
日
、
能
代
市
か
ら
生
涯
学

習
奨
励
員
一
行
十
八
人
が
来
町
、
東
由

利
町
奨
励
員
八
人
と
交
流
研
修
会
を
行

な
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
奨
励
員

間
の
交
流
を
目
的
に
し
た
も
の
で
能
代

市
と
は
初
め
て
の
試
み
で
す
。

当
日
は
八
塩
ダ
ム
周
辺
、
ボ
ツ
メ
キ

水
源
地
の
散
策
を
行
な
っ
た
ほ
か
、
ト

ウ
ホ
ク
秋
田
工
場
見
学
、
そ
の
後
湯
楽

里
に
て
活
動
状
況
報
告
、
活
動
実
演
な

ど
の
情
報
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

町
奨
励
員
た
ち
は
能
代
市
奨
励
員
と

の
交
流
を
通
じ
、
大
い
に
刺
激
を
受
け

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

▲庁舎を見学する能代市奨励員

交
流
で
活
動
に
刺
激

〜
生
涯
学
習
奨
励
員
合
同
研
修
会

8月�8月�

夏
休
み
で
す
。
図
書
室
で
本
を
借
り
て

読
書
の
夏
に
…
。

▼
朝
に
は
紅
顔
あ
り
て
／
大
谷
光
真

▼
脇
役
／
北
原
亞
以
子

▼
ク
イ
ー
ル
を
育
て
た
訓
練
士
／
多
和

田
悟

▼
リ
・
セ
ッ
ト
／
魚
住
直
子

▼
愛
が
な
ん
だ
／
角
田
光
代

▼
星
々
の
舟
／
村
山
由
佳

▼
ナ
ン
シ
ー
関
の
記
憶
ス
ケ
ッ
チ
ア
カ

デ
ミ
ー
／
ナ
ン
シ
ー
関

▼
質
問
力
／
斉
藤
孝

▼
バ
カ
の
壁
／
養
老
孟
司

▼
光
に
向
か
っ
て
心
地
よ
い
果
実
／
高

森
顕
徹

▼
僕
の
生
き
る
道
／
橋
部
敦
子

▼
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
幸
運
百
科
／
江
原

啓
之

▼
死
ぬ
た
め
の
教
養
／
嵐
山
光
三
郎

▼
飲
食
男
女
／
久
世
光
彦

▼
ど
こ
に
で
も
あ
る
場
所
と
ど
こ
に
も

い
な
い
わ
た
し
／
村
上
龍

▼
解
放
区
／
木
村
拓
哉

▼
ド
ロ
ッ
プ
／
廣
瀬
裕
子

▼
墜
ち
て
い
く
僕
た
ち
／
森
博
嗣

▼
憲
法
な
ん
て
知
ら
な
い
よ
／
池
澤
夏

樹
▼
マ
ラ
ケ
シ
ュ
心
中
／
中
山
可
穂

▼
エ
ミ
リ
ー
・
ザ
・
ス
ト
レ
ン
ジ
／
コ

ズ
ミ
ッ
ク
デ
ブ
リ

▼
解
体
全
書
／
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
編
集
部

▼
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
作
り
ま
し
た

／
大
平
貫
之

▼
だ
ら
し
な
日
記
／
藤
田
香
織

▼
十
歳
若
く
見
え
る
姿
勢
と
し
ぐ
さ

／
山
岡
有
美

▼
勝
海
舟
　
上
・
下
／
津
本
陽

▼
向
田
邦
子
全
集
　
全
三
巻

夏
休
み
も
二
週
間
が
過
ぎ
、
小
学

生
の
皆
さ
ん
、
体
調
な
ど
崩
し
て
い

ま
せ
ん
か
。
も
う
一
度
生
活
状
況
を

確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
早
寝
早
起
き
を
心
が
け
よ
う

●
外
出
す
る
と
き
は
必
ず
家
の
人

に
行
き
先
を
知
ら
せ
ま
し
ょ
う

●
用
事
が
な
い
と
き
は
店
に
入
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

●
子
ど
も
会
行
事
は
進
ん
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

●
火
遊
び
は
絶
対
に
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

●
友
だ
ち
ど
う
し
の
お
金
の
貸
し

借
り
、
む
だ
遣
い
を
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

こ
の
教
室
は
毎
年
好
評
を
得
て
い
る

夏
の
人
気
行
事
。
当
日
は
十
六
人
が
カ

ヌ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
の
魅
力
は
、
目
線
が
水
面
に

近
く
、
眺
め
る
景
色
が
素
晴
ら
し
く
、

自
然
と
一
体
感
を
味
わ
え
る
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
す
ぐ
扱
い
に

慣
れ
、
自
由
自
在
に
カ
ヌ
ー
を
操
っ
て

い
ま
し
た
。

ま
た
七
月
十
二
日
に
は
大
琴
生
涯
学

習
支
援
セ
ン
タ
ー
で
理
科
教
室
が
行
わ

れ
四
十
人
の
児
童
た
ち
は
ス
ラ
イ
ム
作

り
に
熱
中
し
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
課
外
活
動
と
し
て
バ
ス
遠

足
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
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（
せ
せ
ら
ぎ
句
会
）

緑
蔭
に
高
原
牛
乳
ラ
ッ
パ
飲
み
　
　
　
　
　
上
　
里
　
小
　
野
　
石
蕗
子

蚋
燻
し
残
し
畑
去
る
夕
ま
ぐ
れ
　
　
　
　
　
舟
打
場
　
高
　
橋
　
民
治
郎

海ご

猫め

啼
い
て
民
宿
の
窓
明
け
易
し
　
　
　
　
久
　
保
　
高
　
橋
　
典
　
三

こ
ぼ
れ
咲
く
茄
子
に
や
さ
し
く
土
寄
せ
る
　
小
　
倉
　
遠
　
藤
　
ト
ミ
子

五
つ
六
つ
初
な
り
の
茄
子
前
垂
れ
に
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
ト
　
ミ

凭
れ
た
る
ベ
ン
チ
の
湿
り
合
歓
の
花
　
　
　
横
　
渡
　
高
　
橋
　
ヒ
デ
子

朝
採
り
の
ミ
ズ
に
で
で
虫
身
を
の
ば
し
　
　
山
　
崎
　
小
　
松
　
良
　
子

荷に

縄な

切
れ
る
背
の
荷
に
梅
雨
の
重
さ
か
な
　
横
小
路
　
小
　
松
　
丈
　
介

虎
が
雨
四
人
と
な
り
し
ク
ラ
ス
会
　
　
　
　
下
小
路
　
小
　
松
　
メ
　
サ

梅
雨
荒
の
村
を
汚
し
て
ま
だ
止
ま
ぬ
　
　
　
高
戸
屋
　
小
　
松
　
敏
　
雄

粽
む
く
幼
き
頃
の
味
の
ま
ま
　
　
　
　
　
　
中
　
通
　
小
　
松
　
順
之
助

縄
文
の
土
壙
墓
な
で
て
青
田
風
　
　
　
　
　
新
　
町
　
寅
　
田
　
敏
　
雄

枝
折
れ
の
過
去
に
も
負
け
ず
栗
の
花
　
　
　
五
海
保
　
嶽
　
石
　
レ
　
イ

過
疎
の
村
紫
陽
花
ほ
っ
と
和
ま
せ
る
　
　
　
時
雨
山
　
吉
　
川
　
葉
　
子

父
の
日
の
う
た
ご
ゑ
喫
茶
に
和
し
ゐ
た
り
　
横
小
路
　
宮
　
野
　
源
二
郎

分
け
つ
の
吐
息
が
聞
こ
ゆ
青
田
風
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
　
野
　
貞
　
子

さ
く
ら
ん
ぼ
か
が
や
い
て
い
る
夕
餉
か
な
　
舟
　
木
　
大
庭
　
喜
右
衛
門

山
の
彩
一
際
さ
え
て
梅
雨
上
が
り
　
　
　
　
蔵
新
田
　
小
笠
原
　
亮
　
子

き
つ
ね
森
の
子
狐

む
か
し
む
か
し
、
あ
る
山
の
森
に
通

る
人
々
を
だ
ま
し
た
り
、
い
た
ず
ら
を

し
た
り
す
る
狐
が
住
ん
で
お
り
、
人
々

は
こ
の
森
を
き
つ
ね
森
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
村
の
人
た
ち
は
狐
が
あ

ん
ま
り
い
た
ず
ら
を
す
る
の
で
、
こ
の

ご
ろ
は
誰
も
近
寄
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
退
屈
に
な
っ
て
き
た
い
た
ず
ら
子

狐
は
母
親
狐
の
と
め
る
の
も
聞
か
ず
麓

の
里
ま
で
お
り
て
き
て
、
い
た
ず
ら
す

る
始
末
な
の
で
し
た
。

あ
る
日
の
こ
と
、
豆
畑
で
土
寄
せ
を

し
て
い
る
爺
さ
ま
が
お
昼
の
お
に
ぎ
り

を
食
べ
て
い
る
と
、
草
や
ぶ
か
ら
ひ
ょ

こ
ん
と
男
の
子
が
飛
び
出
し
て
き
て

「
爺
さ
ま
、
お
に
ぎ
り
う
ま
そ
う
だ
。

わ
け
て
く
れ
ぇ
」
と
言
う
の
で
し
た
。

人
の
良
い
爺
さ
ま
が
、
お
に
ぎ
り
を
一

つ
あ
げ
る
と
む
し
ゃ
む
し
ゃ
ご
っ
く
ん

と
、
そ
の
早
い
こ
と
。
あ
っ
と
い
う
間

に
食
べ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

男
の
子
は
満
足
げ
に
「
う
ま
か
っ
た

よ
爺
さ
ま
。
と
こ
ろ
で
爺
さ
ま
は
怖
い

も
の
が
あ
る
か
い
」
爺
さ
ま
は
「
怖
い

も
の
…
、
そ
う
だ
な
ぁ
、
お
ま
え
は
何

が
怖
い
」「
お
れ
の
怖
い
も
の
は
犬
だ

な
ぁ
、
犬
が
一
番
怖
い
」
爺
さ
ま
は
山

の
子
ど
も
が
犬
が
怖
い
と
は
変
だ
な
ぁ

と
男
の
子
を
よ
く
見
る
と
、
着
物
の
う

し
ろ
に
ふ
さ
ふ
さ
し
た
し
っ
ぽ
が
見
え

ま
す
。「
は
は
ぁ
、
子
狐
め
、
昼
飯
を

と
っ
た
上
に
人
間
を
か
ら
か
う
つ
も
り

だ
な
」
そ
う
思
っ
た
爺
さ
ま
は
、
こ
っ

ち
も
か
ら
か
っ
て
や
れ
と
「
爺
さ
ま
は

な
、
何
が
怖
い
っ
て
小
判
ほ
ど
怖
い
も

の
は
な
い
。
小
判
が
い
っ
ぱ
い
だ
と
死

に
そ
う
に
な
る
」「
へ
ぇ
…
爺
さ
ま
は

小
判
が
怖
い
の
か
…
」
そ
う
い
う
と
子

狐
の
男
の
子
は
草
や
ぶ
の
中
に
消
え
去

り
ま
し
た
。

次
の
日
、
爺
さ
ま
は
麓
の
畑
に
犬
を

連
れ
て
出
か
け
ま
し
た
。
あ
い
か
わ
ら

ず
森
の
中
か
ら
出
て
き
た
子
狐
の
男
の

子
は
、
今
日
も
昼
飯
を
と
っ
て
や
れ
と

畑
に
来
て
見

る
と
、
爺
さ

ま
の
犬
に
ワ

ン
ワ
ン
と
吠

え
ら
れ
、
ギ

ャ
ァ
ー
と
悲

鳴
を
あ
げ
大

あ
わ
て
で
森

の
中
に
逃
げ

て
行
く
の
で

し
た
。

爺
さ
ま
は

そ
の
姿
を
見

て
大
笑
い
で

す
。
そ
の
晩

の
こ
と
、
爺

さ
ま
が
寝
よ

う
と
す
る
と
、
誰
か
が
戸
を
た
た
く
音

が
し
ま
す
。「
は
て
、
誰
だ
ろ
う
こ
ん

な
夜
中
に
」
と
首
を
ひ
ね
り
な
が
ら
戸

を
開
け
て
見
る
と
、
昼
間
の
子
狐
が
爺

さ
ま
を
に
ら
む
よ
う
に
立
っ
て
い
ま
し

た
。子

狐
は
「
や
い
爺
さ
ま
や
っ
。
良
く

も
昼
間
は
犬
な
ど
連
れ
て
き
て
怖
が
ら

せ
て
く
れ
た
な
っ
。そ
う
ら
仕
返
し
だ
」

言
う
が
早
い
か
、
チ
ャ
リ
ー
ン
、
チ
ャ

リ
ー
ン
、
チ
ャ
リ
ー
ン
と
小
判
を
い
っ

ぱ
い
投
げ
つ
け
る
の
で
し
た
。
爺
さ
ま

は
「
わ
ぁ
ー
小
判
怖
い
、
怖
い
。
死
ぬ

ほ
ど
怖
い
」
と
笑
い
な
が
ら
拾
い
集
め

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

（
文
と
絵
　
石
渡
力
造
氏
）

七
四
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のり　　のり　　 か�

工　藤　徳　華ちゃん工　藤　徳　華ちゃん�
　　　（蔵・１歳）　　　（蔵・１歳）�
お父さん：博　行さんお父さん：博　行さん�
お母さん：エリカさんお母さん：エリカさん�
お話し：エリカさんお話し：エリカさん�

のり　　 か�

工　藤　徳　華ちゃん�
　　　（蔵・１歳）�
お父さん：博　行さん�
お母さん：エリカさん�
お話し：エリカさん�

佐　藤　和
かず

徳
のり

さん（石高・19歳）

―職業は
小松組に勤務しています。

―趣味は
パソコン、音楽鑑賞、スポーツです。

―自分の性格は
冷静。

―理想のタイプは
楽しい人、一緒にいて退屈しない人が好きです。

―目標（夢）は
自分の家を建てること。

―家族に一言
社会人として一人前になるまで時間がかかると思
うので、それまでいろいろと教えてください。

名前の由来は？

「おじいちゃんの名前の一字『徳』をもらいました」

最近のエピソードは？

「冷蔵庫や戸棚を開けて物を出したりして、やんちゃぶり

を発揮しています。怒っても笑ってごまかされたりします」

家族では誰が好き？

「家族みんなに甘えますが、おばあちゃんに良くなついて

います」

お父さんとお母さんから徳華ちゃんへひとこと

「今まで風邪一つひかずに元気に育ってきました。これか

らも好き嫌いなく食べて大きくなってね」

6月30日（敬称略）

小松貢治（舘合新田）小松聖明（須郷田）

畠山正幸（下通）鈴木政雄（袖山）大須賀

俊秀（本荘市）高沢稔（黒渕）横山一郎

（智者鶴）小松達也（船木）高橋孝紀（新

町）佐々木信幸（大琴）小松正二（下小路）

小松喜恒（下通）遠藤克幸（蔵新田）菅原

勉（羽後町）小野長清（舘合新田）小松与

悦（新町）阿曽文彦（宇戸坂）畠山忠志

（寺田）佐々木亮介（新町）今野幸朗（羽

後町）高沢忠（葎沢）五十嵐春治（本荘市）

齊藤一（新町）佐藤君栄（黒渕）八嶋康則

（黒渕）阿部道雄（石高）阿部梓（本荘市）

畠山明彦（大琴）鈴木徳之（袖山）嶽石元

気（田代）武内功（本荘市）佐藤敦（新処）

菅原洋介（本荘市）松永俊一（大内町）斉

藤広子（石高）斉藤美由紀（本荘市）佐藤

幸生（矢島町）

愛　の　輪
～献血をありがとう～

第45回東由利町社会人野球大会が８月15
日、16日の両日、町民グラウンドと東由利
町野球場で行われます。昨年はポパイスポ
ーツクラブが６年連続８回目優勝に輝きま
した。今年も選手たちの白熱したプレーに
期待が寄せられます。町民の皆さんの応援
をお願いします。
試合の日程と組み合わせは次のとおり。

第45回社会人野球大会
組み合わせ決定！

シ
リ
ュ
ウ
ス�

ジ
パ
ン
グ�

秋
田
ル
ビ
コ
ン�

メ
ル
ヘ
ン�

高
瀬�

役
場
タ
キ
オ
ン�

ポ
パ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ�

パ
ワ
ー
ズ�

袖
山
オ
リ
オ
ー
ル
ズ�

法
内
フ
ラ
ワ
ー
ズ�

モ
ン
ス
タ
ー
ズ�

宿�野
球
狂�

玉
新
ラ
イ
ン
ズ�

蔵
パ
イ
レ
ー
ツ
　�

第45回東由利町社会人野球大会組み合わせ�

8:00 9:30 11:00 8:00 9:30 11:00 12:30

12:30 14:00 14:00 15:30

9:00 11:00

準決勝終了1時間後�

町民グラウンド� 野球場� 15日�

16日�



住民基本台帳�

男（人）�

女（人）�

計（人）�

世帯数（戸）�

6月末人口�前月比�

2,346�

2,518�

4,864�

1,375

－  3�

－  4�

－  7�

－  1

�

出生（人）�

死亡（人）�

転入（人）�

転出（人）�

6月異動人数�1月からの累計�

2�

8�

6�

7

9�

36�

36�

66

消防・交通�

火災出動（件）�

救急出動（件）�

交通事故（件）�

死亡（人）�

傷者（人）�

飲酒運転（件）�

酒気帯び（件）�

0�

9�

0�

0�

0�

0�

0

2�

78�

1�

0�

1�

0�

1

６　月�
発生数�

1月から�
の累計�
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明
治
初
年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
輸
入
さ
れ
て
栽
培
さ
れ
た

帰
化
植
物
で
、
今
で
は
田
ん
ぼ
、
山
裾
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
多
年
草
で
す
。
湿
っ
て
い
る
場
所
を
好
ん
で
生
え
、
殖ふ

え
ま
す
。
葉
は
濃
い
緑
色

で
剣
状
を
し
て
い
ま
す
。

長
さ
も
50
�
�
か
ら
１
�

に
も
な
り
ま
す
。
葉
を
凛り

ん

と
さ
せ
て
い
る
の
は
隆
起

し
た
中
央
の
脈
で
、
い
か

に
も
強
そ
う
に
見
え
ま

す
。
６
月
こ
ろ
花
茎
を
出

し
、
広
卵
形
の
３
枚
の
花

び
ら
を
開
き
ま
す
。
花
び

ら
は
先
が
た
れ
ま
す
が
３

枚
の
内
花
被
片
は
長
楕
円

形
で
、
小
形
で
す
が
厚
く

斜
上
し
ま
す
。

（
写
真
・
寺
田
）

2日�　本荘市由利郡支部消防訓
練大会
わくわくサークル
（陶芸教室）

3 日�　全町一斉道路清掃
5 日�　第３回明日のまちづくり

懇談会
予防接種（個別・ツ反）

6 日�　舘合第二寿会町政座談会
中学生海外研修（オース
トラリア・～14日）

7 日�　予防接種（個別・ＢＣＧ）
8 日�　機能訓練教室
10日�　アクティブパパ交流事業

（町民体育館）
11日�　第７回本荘由利一市七町

合併協議会
15日�　成人式

社会人野球大会（～16日）
17日�　スポーツ少年団交流会
20日�　追悼式
22日�　機能訓練教室
23日�　わくわくサークル

（工作・手芸教室）
26日�　ことぶき大学（移動研修）

予防接種（個別・三混）
27日�　秋田県公民館大会

（～28日）
乳ガン・子宮ガン検診

28日�　フレッシュ教室
29日�　乳ガン・子宮ガン検診
31日�　町民ゲートボール大会

東
由
利�

キ
シ
ョ
ウ
ブ

（
ア
ヤ
メ
科
）

編
集
・
発
行
▼
東
由
利
町
企
画
課
　
〒
〇
一
五
‐
〇
二
九
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
県
由
利
郡
東
由
利
町
老
方
字
橋
脇
一
一
二
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
〇
一
八
四
・
六
九
・
二
一
一
三
　
　
　
印
刷
・
Ｋ
Ｋ
本
間
印
刷
所

NO.222

広
報
送
付
謝
礼
と
し
て
次
の
方
か
ら
金
一

封
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

土
田
良
二
さ
ん
（
秋
田
市
）、
畠
山
栄
子
さ

ん
（
秋
田
市
）、
大
日
向
孝
さ
ん
（
加
古
川

市
）社

会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
芳
志

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

小
松
和
美
さ
ん
（
山
崎
）、
伊
東
徹
さ
ん

（
秋
田
市
）、
大
坂
昭
平
さ
ん
（
大
琴
）

文
・
写
真
　
小
松
忠
正
氏

久しぶりに八塩いこいの森に行きました。
ボートに乗ってダムの真ん中から見渡す夏
の緑はとてもきれいでした。生命力あふれ
る夏の森と、管理人さんたちとの楽しい会
話に私も元気を分けてもらったような気が
します。
夏のいこいの森にまだ行っていない方は、

ぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。
（晃）

●東由利町ホームページ　http://www.town.higashiyuri.akita.jp/

（
6
月
21
日
〜
7
月
20
日
）

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
、届
出
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

（
６
月
21
日
〜
７
月
20
日
届
出
）

●
お
誕
生
お
め
で
と
う

６
／17
伊
　
東
　
悠ゆ

う

磨ま

く

ん〈
和
　
人
〉

蔵

真
理
子

６
／26
横
　
山
　
七な

な

海み

ち
ゃ
ん〈
一
　
也
〉
新
　
町

純
　
子

７
／１
石
　
渡
　
陽ひ

々び

紀き

ち
ゃ
ん〈
仁
　
久
〉
岩
　
舘

香
菜
子

●
ご
結
婚
お
め
で
と
う

６
／21
阿
　
部
　
敏
　
行
さ
ん

）
蔵
新
田

三
　
浦
　
　
　
愛
さ
ん

本
荘
市

●
ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

６／22
小
野
キ
ミ
ヨ
さ
ん
（
81
）
政
　
三
･

妻
　
・
時
雨
山

６／28
伊
東
キ
ヨ
エ
さ
ん
（
91
）

寛
　
･

母
　
・
　
蔵

７／１
佐
藤
　
リ
ツ
さ
ん
（
88
）

平
　
･

母
　
・
八
日
町

７／１
小
松
　
英
子
さ
ん
（
78
）
和
　
美
･
祖
　
母
・
山
　
崎

７／２
大
坂
ミ
ヤ
コ
さ
ん
（
73
）
昭
　
平
･

妻
　
・
大
　
琴

「あまりに珍しい形のきゅうりだったので投稿

しました。よく見ると、４本のきゅうりが１本に

なっているのが分かります。」

※みなさんからの珍しい写真やおもしろい写真を

お待ちしています。

読者からの投稿
投稿者　須郷田　小　野　　　巌さん


